















































































































































































































































































































































































１）例えば、Robbins, S.P., Organizational Behavior, International Edition, Prentice-Hall, 1998, pp,40-237において
長々と個人を扱うべき項目を扱っている。それは、価値、態度、職務満足、動機づけ、知覚と個人の意思
決定、パーソナリティなどを含む。
２）Mullins, L,J:, Management and Organizational Behavior, London, Pitman, 1999, pp,300-301
３）Dessler, G., Managing Organizations, Fort Worth, et al., The Drydon Press, 1995, p,416.




５）Brion, op. cit., p.38. この定義は、Gordon Allpoot (1937)によるといわれる。
６）Daft, R. L., Management, Fort Worth, The Dryden Press, 1997, pp.514-517.
７）Mullins, op, cit., pp, 280-281.





Schermerhorn, J. R. Jr.／Hunt, J, G.／Osborn, R, N., Basic Organizational Behavior, New York, Wiley & Sons, 1998,
pp.59-60. このもとをなすのは Kelly（1972）の論文にあるとされる。
９）Dessler, op, cit., p.378
10）Daft, op, cit., p.516によると、Tichy, N, M.／Ulrich, D, O., The Leadership Challenge - A Call For the
リーダーシップのカリスマ性 31
Transformational Leader, Sloan Management Review, fall 1984, 59-68.
11）これについて、Robbins, op, cit., pp,375-377. 例えば、Sashkin, M., The Visionary Leader, in: Conger, J, A.／
Kanungo, R, N. (eds.), Charismatic Leadership, San Francisco, Jossey－Bass, 1988, pp, 124-25があげられている。






13）Daft によると、Rosner, J., Ways Women Lead, HBR.(Nov.-Dec.) 1990, 119-125の指示がある。
14）Daft, R, L., Organization Theory and Design, Cincinnati, South-Western College Publishing, 1998, p.565. これにつ
いて、Senge, P, M., The Leader's New Work: Building Learning Organizations, in: Sloan Management Review, Fall
1990, 7-23もあげられている。「学習する組織は自分自身を組織に捧げるリーダーを必要とする。」
15）Hauser, M., Theorien Charismatischer Führung: Kritischer Literaturüberblick und Forschungsanregungen, ZfB. 69Jg.,
Heft 9., S, 1003-1023.この研究においては、イギリスとドイツの組織心理学の文献における９つのモデルを
分析し、そこにおけるリーダーシップのなかで、リーダーとフォロワーの間の関係を調べる。
16）例えば、Dessler, op, cit., p.379.
17）Mautner, T. （ed.）, A Dictionary of Philosophy, Oxford／Cambridge (Mass.), Blackwell, 1996, pp.201-202.




Angeles, P, A., The Harper Collins Dictionary of Philosophy, New York, Harper Collins, 1992, p.225.
20）ナルシズムは、「今日、一般的には精神分析的意味で理解される。これは自我に貯えられた一種のエネル
ギーとしてみなされる。リビドーの一種である。これについて、Prechtl, P.／Burkard, F.－P., (Hg.), Metzler
Philosohie Lexikon, Stuttgart／Weimar, Verlag J. B. Metzler, 1999, S, 388.
21）Hauser, a, a, O., S, 1009の図より引用する。
















25）Fuchs-Heinritz, W., et al., (Hgs.), Lexikon zur Soziologie, Opladen, Westdeutsher Verlag, 1994, S, 603. 意味　ここ
では Sinn は種々な理解がなされている。例えば Sinn と Bedeutung の区別はあまりない。英語の meaning は
この両方を含む。それは例えば論理学的定義に従うか、ポピュラー実践主義に従うかなどによって使用方
法が異なる。本文において我々はかなり通俗的に使用していることを痛感する。




27）例えば、Popenoe, D., Sociology, Englewood Cliffs, Prentice-Hall, 1986, pp.103-106. 社会的相互作用の解明に
当って、演出法的アプローチとエスノメソドロジーがあることが示される。前者について例えば、
Goffman が、人がインプレッションを創り出し、相手が自分のインプレッションをもってそれに答え過程
を想定し、それが劇場における役者と観客の関係のようだとする。人は社会のスクリプトが要請する役割
を演じていて、観客がその演技を判断し、演者の特性をあばき立てるのである。これについて、今日イン
プレッション･マネジメントの語も使われるが、同様な内容を含んでいる。
（2002年１月７日受理）
